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                 平成 22 年 2 月 1 日 

ビデオオンデマンド市場調査結果 

                                                           日本放送協会 

                              NHK オンデマンド室 

１．調査の目的 

NHK オンデマンドサービス（以下、「NOD サービス」という）の料金は、別途 NHK

が定めた「放送法第 9 条第 2 項第 2 号の業務の基準」において「放送番組等の提供を行

う他の事業者の平均的な料金水準に比し不当に低くならないことを加味し、その中心料

金を設定するものとする。」としているため、NOD サービスの利用料金と市場料金との

比較調査及び分析を外部事業者に委託した。当該事業者からの報告内容は以下の通り。 

 

２．調査の対象 

（１）ビデオオンデマンド（VOD）サービスのうち、ユーザーにおいて経済的負担を負わ

ないもの（広告型サービス等）、あるいは、視聴期限の定めがないダウンロードサービ

スのみ行うものについては、NOD サービスと事業内容・モデルが大きく異なるため、

本調査の対象から除いた。但し、これらのサービスと合わせて有料型 VOD サービスを

行なっている事業者については、当該有料型 VOD サービス部分のみについて調査した。 

（２）PC、STB（セットトップボックス）及び TV を受信端末とする VOD サービスを対

象とし、携帯電話等の端末による場合は除いた。 

（３）放送番組を VOD にてサービスしている事業者は少なく、かつ、取扱タイトル数も少

ないため、市場の全容を把握するために放送番組以外のコンテンツについても調査の

対象とした。但し、成人向けコンテンツ等 NOD サービスで提供していないコンテンツ

については、調査の対象から除いた。 

 

３．調査方法 

（１）VOD 事業者 18 社からのヒアリング及び公にされている情報によった。なお、左の

方法によって情報が十分に収集することが困難であった事業者 4 社については、有力

な事業者であっても、調査の正確性を期すため、最終的に分析の対象から除外した。

分析の対象としたのは 14 社、延べ 131,157 作品である。 

（２）収集した情報は、2009 年 10 月～11 月のものであり、具体的な調査時期については、

事業者によって多少のずれがある。 

（３）サンプリングを必要とする場合については、公正・中立的な方法により行い、恣意

性を排除した。 
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４．調査結果 

    コンテンツの提供スタイルとしては、①単品売り、②パック売り、③月額見放題、の 3

つのスタイルがある。 

（１）単品料金 

料金については、図表 1 に示す通り、料金が、420 円までのものが一般的であり、中

でも 210 円までに集中している。 

 

 

   

（注）図表 1 中、「～105 円」「～210 円」の料金帯は、それぞれ 105 円、210 円の料金設

定がほとんどである。 

（２）パック料金 

   パック売りについては、一部特殊なケースを除くと、概ね 3～60 までのコンテンツ

数を含み、料金としては 252 円～6,048 円までとかなり幅のある設定がなされている

（図表 2）。 
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パックに含まれるコンテンツが別途単品で販売されている場合において、各単品の

料金合計とパック料金を比較すると、その割引率は一部特殊なものを除くと 10％～

60％の間で設定されている（図表 3）。なお、パック売りが行われているコンテンツが

単品で販売される場合は 105 円以下のものが大多数である（図表 4）。 

 

 

 



 4 

 

 

（３）月額見放題料金 

今回の市場調査のうち月額見放題関係については、以下のような調査結果となって

いる。 

月額見放題については、この形でサービスをしている事業者が限られるが、実施事

業者は 294 円～2,980 円の範囲で料金を設定している（図表 5）。 

しかしながら、E 社については、シリーズの第 1 話を集めたものをプロモーション

に重きを置いてかなり安価な価格で提供している。本来この種のコンテンツは無料で

提供されることが多いため、参考となる料金額ではない。 

また、D 社については、全てシリーズ物の提供であるため、単に視聴期間を 1 か月

とするパック商品に過ぎない。従って、これについても参考とはできない。 

さらに、C 社の月額見放題は、本数が約 100 本とパック商品と言うにはやや本数が

多いが、他方、構成するコンテンツの中身を見ると、ほとんどが任侠・極道ものであ

り、中にはシリーズ化されているものも多い。従って、「任侠･極道パック」と呼ぶ方

が適切な商品群である。 

以上から、今回の調査の結果、NOD の月額見放題パックとの比較に適したサービス

は、A 社、B 社に限られ、他には同種の月額見放題サービスはないと言える。 

  なお、月額見放題サービスとして、NOD サービスと同じく放送番組を放送直後に配

信するサービスは皆無である。 
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図表 5 月額見放題の料金とその本数 

サービス事業者 見放題の本数 金額 サービス内容 

A 社 約 8,200 本 2,625 円 

毎月、見放題対象になるコンテンツをア

ップデートし、力を入れている。本数も

約 5,000 本を超えている。 

B 社 約 10,000 本 2,980 円 見放題対象コンテンツ数は No.1。 

C 社 約 100 本 1,500 円 
邦画、ドラマ（V シネマ、任侠、極道）

の動画が月額固定で見放題。 

D 社 3～50 本 
525 円～980

円 

TV アニメ、趣味などのジャンルごとに

月額見放題のシリーズを配信。 

E 社 約 16,000 本 294 円 シリーズの第 1 話を月額見放題。 

 

（４）HD 作品の取り扱い 

   HD 作品については、昨今取り扱い事業者が増えつつあるが、作品数の少なさも原因

となって単品にて販売されている。 

料金上の取り扱いについては、料金差をつけていない事業者と料金差をつけている

事業者がある。同一コンテンツについて SD と HD で料金差をつける事業者は 2 社で、

HD を SD に対して 1.25～2.25 倍程度の料金額で提供している（図表 6）。 

 

図表 6 HD コンテンツ料金 

サービス事業者 SD 料金 HD 料金 視聴期間 

F 社 315 円 420 円 2 日 

420 円 525 円 1 日 

G 社 400 円 500～900 円 7 日 

 

５．NOD 利用料金の妥当性の検討 

（１）NOD サービスの利用料金 

NOD サービスにおいては、①単品は 105 円～315 円、②パックは 3 本～53 本のセ

ットで最大割引率 30％（一部例外あり）、③月額見放題は 945 円の料金によりサービ

スを提供している。 

（２）単品料金 

   NOD サービスにおいて、特選ライブラリー用コンテンツに 315 円の料金を設定した

ものは、尺が 40 分超 50 分以下のものが多い（図表 7）。 

   315 円の料金は一般的な VOD サービスにおいては高めの金額と言えるため（図表 1）、
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315 円の料金設定をしているコンテンツについては、詳細な検討を経るまでもなく市場

と比較して不当に低いと言えないことは明らかである。他方、105 円または 210 円の

料金設定をしたものに合理性があるかどうかの分析が重要である。 

ところで、NOD サービスにおいて、105 円または 210 円という比較的安価な料金設

定をしているコンテンツは一様に尺が短い（210 円を設定したものは尺が 30 分以下、

105 円を設定したものは尺が 20 分以下のものが多い。図表 7）。 

他方、他の事業者が取り扱うコンテンツは 20 分超 30 分以下のものが最多であるが

（図表 8）、30 分以下のコンテンツの料金を見ると、105 円が圧倒的に多く（61.3％）、

次いで 210 円（15.0％）であり、それ以上となると 5.3％に過ぎない（図表 9）。 

従って、NOD サービスにおいて尺の短いコンテンツについて 105 円または 210 円の

料金設定をしているのはむしろ合理的と言える。 
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（３）パック料金 

   他の事業者の割引率が、概ね 10％～60％の間に分布し、最も多いのが 10％超～20％、

次に多いのが 20％超～30％であるのに対して（図表 3）、NOD サービスでは 20％超～

30％の割引率がかなりの割合を占めている。このことだけから見ると、他の事業者と

の比較においては平均的な割引率だと言える。また、他の事業者で実際パック売りが

行われているコンテンツの単品料金は、もともと 105 円～210 円と低額に押さえてい
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るため（図表 4）、配信システムに要する費用等固定費を考えると、パックにした場合

の割引率をさほど上げられないという傾向が読み取れる。従って、その意味でも図表

10 の通り 315 円が単品料金の中心である NOD サービスの割引率が不当に高率とは言

えない。 

 

 

 

（４）月額見放題料金 

図表 5 の A 社及び B 社において、特にデータの収集が可能であった A 社についてみ

ると、2,625 円で提供しているコンテンツの総数は約 8,200 で、これを単品で提供した

場合の総合計利用料金は約 1,278,000 円となっている。よって、１コンテンツあたり

の単品提供価格は平均 156 円であるところ、月額見放題として提供する１コンテンツ

あたりの提供価格は 0.32 円となっている。 

   情報はないが、同様の計算を B 社において行なったとしても、見放題の本数及び金

額から判断すると、ほぼ同様の結果になるのではないかと思われる。 

他方、NOD においては、月額見放題パックの視聴可能本数は 700 本前後である。ま

た、NOD サービスの月額見放題コンテンツを単品で提供した場合の総合計利用料金は

約 159,600 円となっている。従って、１コンテンツあたりの単品提供価格は 228 円で

あるところ、月額見放題として提供する１コンテンツあたりの提供価格は 1.35 円とな

っている。全てのコンテンツを視聴することは非現実的であるが、これは、A 社におけ

る各 156 円、0.32 円と比較すると、１コンテンツあたりの提供価格がかなり高い数字

となっている。従って、NOD サービスの月額見放題の利用料金が安価に過ぎるとは言

えない。 
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（５）HD 作品の取り扱い 

      NOD サービスにおいては、SD と HD に料金差を設けていないが、同様のスタイル

で提供する事業者もあり、料金差を設けないことから直ちに市場価格に比べて安価に

過ぎるとは言えない。ちなみに、料金差をつけている事業者も今後 HD が主流になっ

た場合には、料金を下げるか SD と同額にすることが予想される。 

 

６．検討結果 

以上の調査と分析から、放送番組等の提供を行う他の事業者の平均的な料金水準に比

し NOD サービスの利用料金が不当に低いとは言えない。 

 

以 上 


